
熊
本
県
告
示
第
三
百
十
八
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

【
訪
問
看
護
】

　

【
訪
問
介
護
】

熊
本
県
告
示
第
三
百
十
九
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

【
訪
問
介
護
】

熊
本
県
公
告
第
二
百
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
十
年
八
月
十
七
日
付
け
で
確
定
し
た
県
営
上
松
尾
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
道
路
）
の
計
画
の
一

部
を
変
更
し
た
い
の
で
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
と
と
も
に
こ
の
旨
公
告
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
変
更
に
よ
り
新
た
に
編
入
さ
れ
る
地
域
内
に
あ
る
農
用
地
の
所
有
者
で
そ
の
農
用
地

に
つ
い
て
耕
作
若
し
く
は
養
畜
の
業
務
を
営
ま
な
い
も
の
、
又
は
こ
の
地
域
内
に
あ
る
農
用
地
以
外
の
土

地
を
所
有
権
以
外
の
権
原
に
基
づ
い
て
使
用
収
益
を
し
て
い
る
も
の
で
そ
の
農
用
地
又
は
土
地
に
つ
い
て

こ
の
県
営
事
業
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
平
成
十
四
年
四
月
十
日
ま
で
に
熊
本
市
農
業
委
員
会
に

申
し
出
ら
れ
た
い
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

事
業
計
画
変
更
の
概
要

　
　

県
営
上
松
尾
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
道
路
）
計
画
変
更
概
要
書

二　

公
告
場
所

　
　

熊
本
市
役
所

熊
本
県
公
告
第
二
百
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、

同
法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
及
び
面
積

　
　

荒
尾
市
荒
尾
字
上
西
田
七
七
五
番
、
同
七
七
九
番
及
び
同
七
八
一
番
一

　
　

千
二
百
二
十
八
・
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

荒
尾
市
上
井
手
一
七
五｜

五

　
　

塚
本　

學
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公　
　
　
　

告

事
業
所
の
名
称
及
び
事
業
所
の
所
在
地

球
磨
郡
医
師
会
老
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

変　

更　

事　

項

事
業
所
の
名
称

変

更

後

の

内

容

球
磨
郡
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

事
業
所
の
名
称
及
び
事
業
所
の
所
在
地

訪
問
介
護
事
業
所
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ホ
ー

ム
げ
ん
き

ふ
く
し
生
協

熊
本
市
長
嶺
西
三
丁
目
二
番
八
十
七
号

変　

更　

事　

項

事
業
所
の
所
在
地

事
業
所
の
所
在
地

変

更

後

の

内

容

上
益
城
郡
益
城
町
大
字
惣
領
千

四
百
九
十
一
番
八

熊
本
市
帯
山
七
丁
目
二
十
二
番

三
号

事
業
所
の
名
称
及
び
事
業
所
の
所
在
地

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ま
わ
り
２

１玉
名
郡
岱
明
町
中
土
八
百
十
一
番
地
十

号ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
愛
生
会

人
吉
市
南
泉
田
町
字
新
田
間
百
一
番
地

八

変　

更　

事　

項

事
業
所
の
所
在
地

事
業
所
の
所
在
地

変

更

後

の

内

容

玉
名
郡
長
洲
町
大
字
折
崎
六
百

三
番
地
一

人
吉
市
五
日
町
五
十
三｜

一



熊
本
県
公
告
第
二
百
八
号

　

特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特

定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
の
名
称
及
び
数
量　

電
子
計
算
組
織
（
映
像
シ
ス
テ
ム
技
術
科
用
）　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

熊
本
県
出
納
局
用
度
課
契
約
係

　
　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

三　

随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
十
四
年
三
月
四
日

四　

随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所　

有
限
会
社　

珠
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
市
馬
渡
一
丁
目
九
番
十
二
号

五　

契
約
金
額　

五
千
七
十
一
万
五
千
円
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を
含
む
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七　

随
意
契
約
の
理
由　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
六
号

熊
本
県
公
告
第
二
百
九
号

　

特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品

等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

調
達
物
品
及
び
数
量　

電
子
計
算
組
織
（
情
報
技
術
科
用
）　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

熊
本
県
出
納
局
用
度
課
契
約
係

　
　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
十
四
年
三
月
四
日

四　

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所　

有
限
会
社　

珠
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
市
馬
渡
一
丁
目
九
番
十
二
号

五　

落
札
金
額　

三
千
三
百
七
万
五
千
円
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を
含
む
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

特
例
政
令
第
六
条
に
規
定
す
る
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
十
四
年
一
月
二
十
三
日

熊
本
県
公
告
第
二
百
十
号

　

千
丁
町
長
市
村
慎
一
か
ら
土
地
改
良
事
業
施
行
の
協
議
が
あ
っ
た
の
で
、
審
査
し
平
成
十
四
年
三
月
二

十
二
日
付
け
で
施
行
を
適
当
と
決
定
し
た
か
ら
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦

覧
に
供
す
る
。
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
終
了
後
十
五
日
以
内
に
申
し
出
ら
れ
た

い
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

縦
覧
の
期
間

　
　

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

　
　

平
成
十
四
年
四
月
二
十
六
日
ま
で

二　

縦
覧
の
場
所

　
　

千
丁
町
役
場

三　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

新
牟
田
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）
計
画
書

熊
本
県
公
告
第
二
百
十
一
号

　

八
代
市
長
沖
田
嘉
典
か
ら
土
地
改
良
事
業
施
行
の
協
議
が
あ
っ
た
の
で
、
審
査
し
平
成
十
四
年
三
月
二

十
二
日
付
け
で
施
行
を
適
当
と
決
定
し
た
か
ら
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦

覧
に
供
す
る
。
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
終
了
後
十
五
日
以
内
に
申
し
出
ら
れ
た

い
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

縦
覧
の
期
間

　
　

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

　
　

平
成
十
四
年
四
月
二
十
六
日
ま
で

二　

縦
覧
の
場
所

　
　

八
代
市
役
所

三　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

平
山
新
町
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
用
排
水
施
設
）
計
画
書
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熊
本
県
公
告
第
二
百
十
二
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で

同
法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
及
び
面
積

　
　

（
二
工
区
）

　
　

鹿
本
郡
植
木
町
広
住
字
蟹
迫
四
一
九
番
一
〇
五
、
同
四
六
一
番
一
の
一
部
、
同
四
六
二
番
一
の
一
部

　

同
四
七
二
番
一
の
一
部
、
同
四
七
二
番
四
、
同
四
七
五
番
の
一
部
及
び
里
道
並
び
に
水
路

　
　

六
千
八
百
七
十
六
・
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
三
番
三
四
号

　
　

太
平
工
業
株
式
会
社
九
州
支
店

熊
本
県
公
告
第
二
百
十
三
号

　

熊
本
県
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

平成14年 3月29日　金曜 熊 本 県 公 報 第 1  0  8  1  8号 30

１
　
人
件
費
の
状
況

　
　
平
成
1
2
年
度
普
通
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
出
総
額
は
、
8
6
3
,1
9
8
,9
2
1
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
人
件
費
は
、
2
4
6
,3
1
3
,8
0
0
千
円
で
あ
り
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合
は
、
2
8
.5
％
（
平

　
成
 1
1
年
度
2
9
.3
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
人
件
費
の
内
訳
は
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
等
の
教
育
部
門
が
、
6
5
.1
％
、
警
察

　
部
門
が
1
3
.7
％
、
そ
の
他
一
般
行
政
部
門
が
2
1
.2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
人
件
費
に
は
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
負
担
金
、
退
職
手
当
、
恩
給
、
退
職
年
金
及
び
災
害
補
償

　
費
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
）

　
　
［
図
１
］
歳
出
総
額
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
（
平
成
１
２
年
度
普
通
会
計
決
算
）

２
　
職
員
給
与
費
の
状
況

　
　
平
成
1
3
年
度
普
通
会
計
予
算
に
お
け
る
職
員
給
与
費
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
（
職
員
手
当
に
は
、
退
職
手
当
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
）

　
　
［
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３　職種別平均給料月額及び平均年齢の状況（平成13年４月１日現在）

　　主な職種ごとの平均給料月額及び平均年齢は、次のとおりです。

　　［図３］職員の平均給料月額及び平均年齢

４　職員の初任給の状況（平成13年４月１日現在）

　　主な職種ごとの初任給及び採用２年を経過した日の給料月額は、次のとおりです。

　　［図４］職員の初任給の状況


